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建築概要
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…

母
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

建
築
工
事
の
安
全
を
祈
願

齢
四
十
年
超
の
桜
並
木
は
春

に
な
る
と
満
開
に
な
り
、
懐

か
し
い
光
景
と
し
て
卒
業
生

の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

母
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

伝
統
と
威
厳
を
保
ち
な
が
ら

も
、
新
た
な
役
割
を
担
う
施

設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
記

念
館
。
十
二
月
の
完
成
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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移
転
・
改
修
後
は
、
茶
道
・

華
道
等
日
本
の
伝
統
文
化
教

育
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
卒

業
生
や
保
護
者
、
教
職
員
の

懇
談
の
場
と
し
て
活
用
す
る

方
針
だ
。
旧
来
の
場
所
か
ら

の
移
動
距
離
も
わ
ず
か
で
、

建
物
の
周
辺
に
植
栽
さ
れ
て

い
る
桜
や
神
宮
杉
な
ど
の
並

木
も
見
ら
れ
る
。
と
く
に
、

北
側
に
植
え
ら
れ
て
い
た
樹

師
で
、
当
時
の
日
本
の
洋
建

築
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ

っ
た
と
い
う
。

　

神
宮
皇
學
館
時
代
の
遺
構

と
し
て
卒
業
生
や
本
学
関
係

者
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
存

在
で
あ
る
記
念
館
は
、
建
築

史
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
文

化
遺
産
で
あ
る
。

す
る
こ
と
を
企
画
。
同
年
十

月
二
十
三
日
に
現
在
地
に
移

築
、
改
修
し
、
記
念
館
兼
祭

式
教
室
と
し
て
使
用
し
て
き

た
。
し
か
し
、
耐
震
上
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
、
平
成
十
六

年
九
月
末
以
降
は
教
室
と
し

て
の
利
用
を
停
止
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

て
き
た
。

　

時
は
過
ぎ
、
昭
和
四
十
七

年
、
本
学
で
は
「
創
立
九
十

周
年
・
再
興
十
年
」の
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
こ
の
「
本

館
」
を
記
念
館
と
し
て
保
存

行
わ
れ
、
工
事
の
無
事
故
安

全
を
祈
願
し
た
。

　

記
念
館
は
木
造
平
屋
建
、

瓦
葺
で
、
建
築
面
積
は
お
よ

そ
五
百
六
十
三
平
方
メ
ー
ト

ル
。
地
鎮
祭
後
、
早
急
に
着

　

地
鎮
祭
は
二
月
二
十
八
日

午
前
十
一
時
よ
り
、
建
設
予

定
地
で
あ
る
旧
第
一
駐
車
場

（
記
念
館
の
東
側
）に
て
執
り

行
わ
れ
た
。
上
杉
理
事
長
や

伴
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
学

校
関
係
者
、
な
ら
び
に
工
事

関
係
者
が
見
守
る
な
か
、
斎

主
を
務
め
る
本
澤
雅
史
助
教

授
が
祝
詞
を
奏
上
。続
い
て
、

敷
地
祓
・
散
供
、
草
苅
初
の

儀
、
穿
初
の
儀
、
参
列
関
係

者
に
よ
る
玉
串
拝
礼
な
ど
が

記
念
館
の
地
鎮
祭
を
斎
行

会
議
や
茶
会
が
開
け
る
場
と
し
て
十
二
月
に
完
成
予
定

大
正
八
年
に
本
館
と
し
て
移
築

工
さ
れ
、
今
年
十
二
月
の
完

成
を
め
ざ
す
予
定
だ
。

　

記
念
館
は
、
本
学
の
前
身

で
あ
る
神
宮
皇
學
館
が
、
宇

治
か
ら
現
在
地
で
あ
る
神
田

久
志
本
町（
倉
田
山
）に
大
正

七
年
に
移
転
し
た
際
、
翌
八

年
に
「
本
館
」
と
し
て
移
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
校

は
昭
和
十
五
年
に
神
宮
皇
學

館
大
学
と
な
る
が
、
昭
和
二

十
一
年
に
廃
校
。
敷
地
・
校

舎
は
い
っ
た
ん
伊
勢
市
立
中

学
校
に
転
用
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
、
再
び
本
学
所

有
の
建
物
と
し
て
利
用
さ
れ

大
正
期
の
意
匠
を
今
に
伝
え
る

の
間
が
当
時
の
ま
ま
保

存
さ
れ
る
な
ど
意
匠
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
築
に
関
連

す
る
資
料
と
し
て
棟
札

（
皇
學
館
大
学
神
道
博

物
館
所
蔵
）
が
残
っ
て

お
り
、
主
任
技
師
山
口

直
昭
、
監
督
上
田
萬
治

郎
、
武
田
道
晴
、
長
嶋

榮
次
郎
、
請
負
人
野
呂

廣
吉
が
判
明
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
山
口
直
昭

は
赤
坂
離
宮
や
東
京
裁
判
所

の
建
築
に
参
加
し
た
設
計
技

　

た
と
え
ば
、
正
面
玄
関
の

車
寄
せ
に
配
さ
れ
た
美
し
い

曲
線
を
描
く
唐
破
風
屋
根
。

堂
々
と
し
た
和
の
趣
き
を
漂

わ
せ
な
が
ら
も
、
ガ
ラ
ス
窓

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
洋
風

の
要
素
を
う
ま
く
馴
染
ま
せ

て
い
る
。

　

建
物
の
内
部
に
は
事
務

室
、
貴
賓
室
、
館
長
室
な
ど

の
所
用
室
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、昭
和
四
十
七
年
の
移
築
・

改
修
時
に
当
初
の
間
仕
切
り

や
天
井
は
撤
去
さ
れ
た
が
、

館
長
室
に
施
さ
れ
て
い
た
木

製
の
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
や
床

　

本
学
で
は
神
宮
皇
學
館
時
代
の
遺
構
で
あ
り
、
昨
年
八
月
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
記
念
館

を
、「
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
」
に
関
連
す
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
移
転
・
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
今
年
十
二
月
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
先
立
ち
、二
月
二
十
八
日
に
上
杉

千
郷
理
事
長
は
じ
め
学
校
、
工
事
関
係
者
が
参
列
の
も
と
、
建
設
予
定
地
で
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

茶室 日月庵
台目３帖

展示室

廊下

台
所

応接室応接室応接室

倉
庫

収納庫

会議室

茶室11帖 茶室6帖

廊下

茶室 日月庵
台目３帖

女
子
便
所

男
子
便
所

玄
関
ホ
ー
ル

玄関玄関玄関
踏込 ポーチ

受付・事務室受付・事務室受付・事務室ラウンジ

ホール

会場には学校関係者をはじめ工事関係
者や神社界から多数ご参列いただいた。

盛砂に差してある忌草を鎌で刈る「草苅初
の儀」を行う上杉理事長。

神宮皇學館時代の雰囲気を今に伝える記念館。

敷地祓・散供を行う斎主。

受付・事務室 ………１室
男子便所 ……………１室
女子便所 ……………１室
台　所 ………………１室

茶　室 ………………３室
会議室 ………………１室
展示室 ………………１室
応接室 ………………１室
ラウンジ ……………１室

地鎮祭終了後の直会は終始和やかな雰
囲気に包まれた。
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/////
/////
/////

　 ２

十
名
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
上
半
期

の
講
演
会
開
催
は
左
記
の
と

お
り
愛
知
、
兵
庫
に
て
開
催

の
予
定
で
あ
る
。
以
後
も
順

次
計
画
し
て
お
り
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
々
に
伊
勢
の

神
宮
と
遷
宮
の
こ
と
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

さ
れ
て
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
、
予
定
時
間
を
超
過

し
た
会
場
も
あ
っ
た
。

　

今
年
度
最
後
の
講
演
会
は

三
月
八
日
に
青
森
市
に
お
い

て
「
財
団
法
人
伊
勢
神
宮
式

年
遷
宮
奉
賛
会
青
森
県
本
部

設
立
大
会
」
に
あ
わ
せ
て
伴

学
長
に
よ
り
行
わ
れ
、
今
年

度
の
参
加
総
数
は
千
四
百
五

　

本
学
の
創
立
百
三
十
周

年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
で
あ
る
「
第
六
十

二
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
記

念
講
演
会
」
の
平
成
十
八
年

度
講
演
会
が
終
了
し
た
。

　

八
月
の
金
沢
講
演
会
を
皮

切
り
に
京
都
、
大
分
、
熊
本

と
合
計
九
会
場
に
て
、
統
一

テ
ー
マ
『
伊
勢
の
神
宮
を
語

る　

日
本
文
化
の
源
流
を
考

え
る　

』の
も
と
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
本

学
教
員
が
講
師
を
務
め
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
上
映
も
織
り
交
ぜ
て

神
宮
・
遷
宮
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
を
し
た
。
参

加
者
の
方
々
は
熱
心
に
聴
講

き
、
神
道
の
担
い
手
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
こ
と

と
な
る
。

き
放
た
れ
た
様
子
で
と
も
に

学
ん
だ
仲
間
た
ち
と
談
笑
す

る
光
景
が
見
ら
れ
、
な
か
に

は
感
極
ま
っ
た
の
か
涙
ぐ
む

学
生
も
い
た
。

　

卒
業
し
た
学
生
た
ち
は
こ

の
春
か
ら
神
職
と
し
て
奉
仕

す
る
者
、
大
学
院
へ
進
学
す

る
者
な
ど
慶
び
も
冷
め
や
ら

な
い
う
ち
全
国
各
地
へ
と
赴

返
り
、「
崇
敬
者
の
方
々
に
も

目
を
向
け
、
神
様
を
真
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
神
職
に
な

れ
れ
ば
」
と
今
後
の
抱
負
を

語
っ
た
。

　

斎
主
を
務
め
、
祝
詞
を
作

文
・
奏
上
し
た
長
田
圭
介
さ

ん
は
「
授
業
で
は
技
術
だ
け

で
な
く
、
心
構
え
の
大
切
さ

を
教
わ
り
ま
し
た
」
と
倉
田

山
で
学
ん
だ
四
年
間
を
振
り

練
習
の
成
果
が
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

左
舞
の
代
表
的
な
走
舞

「
蘭
陵
王（
陵
王
）」を
奉
納
し

た
竹
原
正
登
さ
ん
は
雅
楽
部

に
所
属
。
伊
勢
神
宮
や
愛
・

地
球
博
で
舞
台
に
立
っ
た
経

験
が
あ
り
、
緊
張
し
な
が
ら

も
持
ち
味
で
あ
る
柔
軟
性
を

生
か
し
た
し
な
や
か
な
舞
を

奉
納
し
た
。
卒
業
後
は
大
阪

に
あ
る
神
社
へ
の
奉
職
が
決

ま
っ
て
お
り
、「
神
楽
は
神
様

と
人
と
の
共
通
の
言
葉
。
形

を
守
り
な
が
ら
自
分
ら
し
さ

も
表
現
で
き
る
舞
人
を
め
ざ

し
た
い
」と
希
望
を
語
っ
た
。

　

午
後
二
時
、
厳
粛
な
雰
囲

気
の
な
か
始
ま
っ
た
奉
告
祭

は
、修
祓
に
続
き
降
神
の
儀
、

献
饌
、祝
詞
奏
上
、奏
楽
、玉

串
拝
礼
な
ど
す
べ
て
の
行
事

次
第
が
滞
り
な
く
進
行
し
、

午
後
三
時
半
に
終
了
し
た
。

　

祭
典
は
祭
員
や
伶
人
は
も

と
よ
り
斎
主
に
至
る
ま
で
す

べ
て
の
奉
仕
が
学
生
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
神
職
課
程
の

授
業
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

な
か
で
実
際
の
祭
典
奉
仕
を

想
定
し
て
の
演
習
を
豊
富
に

取
り
入
れ
て
お
り
、
今
回
無

事
に
遂
行
で
き
た
こ
と
は
、

学
生
た
ち
の
日
頃
の
学
習
や

　
平
成
十
八
年
度

卒卒
業
奉
告
祭

業
奉
告
祭

七七
十十
名名
のの
神神
職職
がが
巣巣
立立
ちち

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
生
暖
か
い
風
が
吹
き
抜
け
た
二
月
十
八
日
、
平
成
十
八
年
度
文
学
部
神
職
課
程
卒
業
奉
告
祭
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
神
職
課
程
履
修
者
七
十
名
が
神
職
の
担
い
手
と
し
て
母
校
を
巣
立
っ
た
。
昨
年
九
月
に
完
成
し

た
祭
式
教
室
に
て
斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
に
は
、
祭
式
研
究
部
や
雅
楽
部
の
学
生
な
ど
有
志
約
三
十
名
が
祭
員
や
伶
人
・

舞
人
と
し
て
奉
仕
。
本
澤
雅
史
神
道
学
科
助
教
授
を
は
じ
め
教
職
員
が
見
守
る
な
か
、
す
べ
て
の
神
職
課
程
を
無
事
終

了
し
た
こ
と
を
奉
告
し
た
。

上
／
伶
人
の
奏
で
る
古
式
ゆ
か
し
い
雅
楽
の
音

色
に
あ
わ
せ
て
勇
壮
な
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

下
／
新
天
地
で
も
舞
楽
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
お
り
、精
進
を
重
ね
た
い
と
語
る

竹
原
さ
ん
。

無事に斎主の役割を果たした安堵感か
らか、ほっとした表情の長田さん。卒
業を迎えられたことを「祖母がいちば
ん喜んでくれた」そうだ。

滞りなく卒業奉告祭を終え、晴れ晴れとした表情の学生たち。全体での記念撮影の後、それぞれが
本澤先生や友達と写真を撮り合う光景が見られた。

神宮に対する正しい認識を促すとともに、神宮への崇敬を喚起するものと
して全国規模で記念講演会が行われ、各地で盛況を博した。

四
年
間
の
集
大
成
を
披

四
年
間
の
集
大
成
を
披
露露

　

奉
告
祭
終
了
後
、
参
列
者

全
員
が
神
殿
前
で
本
澤
助
教

授
を
交
え
記
念
撮
影
を
行
っ

た
。
そ
の
後
は
緊
張
か
ら
解

///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///
///

感
極
ま
り
涙
ぐ
む
学
生

感
極
ま
り
涙
ぐ
む
学
生
もも

　

統
一
テ
ー
マ
●『
伊
勢
の
神
宮
を
語
る　
日
本
文
化
の
源
流
を
考
え
る　

』

　平成１９年度 　講 演 予 定
　会場　　熱田神宮（文化殿） 14：00～16：00

「伊勢の神宮と日本人」
【講師】伴　五十嗣郎学長　【DVD解説】岡田芳幸准教授

　第１回　
５月１９日土

「伊勢の神宮と尾張・三河」
【講師】岡田　登教授　※講演のみ

　第２回　
６月１６日土

「神宮式年遷宮の歴史」
【講師】井後政晏教授　※講演のみ

　第３回　
７月１４日土

「伊勢の神宝・御装束の美と古神宝」
【講師】岡田芳幸准教授　【DVD解説】同准教授

　第４回　
８月１８日土

「伊勢神宮の祭りと言葉」
【講師】本澤雅史教授　【DVD解説】同教授

　第５回　
９月１５日土

「神宮の遷宮と芸能」
【講師】奥野純一教授　【DVD解説】岡田芳幸准教授

　第６回　
１０月２０日土

　会場　　兵庫県神社庁（生田神社会館）　※講演のみ 14：00～16：30

「神 と々日本人　　いのちと血統の連続　」
【講師】伴　五十嗣郎学長

　第１回　
７月１５日日

「旅にみるお伊勢参り」
【講師】岡田　登教授

　第２回　
８月５日日

「神社の誕生　　その創祀と発展　」
【講師】渡辺　寛教授

　第３回　
８月１９日日

「神を祭る言葉　　伊勢神宮の祈り　」
【講師】本澤雅史教授

　第４回　
９月２日日

「美し国の悠久の祈り」
【講師】清水　潔教授

　第５回　
９月９日日

　会場　　埼玉県立歴史と民俗の博物館 13：30～15：30

「伊勢の神宮と日本人」
【講師】伴　五十嗣郎学長　【DVD解説】岡田芳幸准教授

　第１回　
１０月２１日日

「伊勢の神宮と武蔵　　武蔵人の伊勢信仰　」
【講師】岡田　登教授　※講演のみ

　第２回　
１０月２８日日

「神宮の神宝と御装束　
　日本人の美意識の根源を考える　」

【講師】岡田芳幸准教授　【DVD解説】同准教授

　第３回　
１１月１１日日

第　
回
６２
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甘
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宗

教

界
（
神
社
界
）

文
明
開
化
の
波
に
の
っ
て

 

和
装
か
ら
洋
装
へ

日
本
の
故
実
に
基
づ
い
た
大
礼
服

明
治
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
ほ
し
い
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甘
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甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

神
奈
川
県 

六
万
円
［
一
万
円
増
額
］

 

水
田　

和
宏
様

山
梨
県 

十
万
円
［
五
万
円
増
額
］

 

田
邉　

將
之
様

岐
阜
県 

五
万
円 

林　
　

清
和
様

五
万
円 

今
津　

隆
弘
様

静
岡
県 

三
十
万
円 

龍
尾　

司
郎
様

五
万
円 

市
村　

勝
善
様

十
五
万
円
［
五
万
円
増
額
］

 

群
馬
縣
護
國
神
社
様

（
高
崎
市
乗
附
町
）

十
万
円

 
群
馬
県
神
社
庁
新
田
支
部
様

（
太
田
市
世
良
田
町
）

千
葉
県 

二
十
三
万
円
［
二
十
万
円
増
額
］

 

玉
﨑
神
社
様

（
旭
市
飯
岡
）

神
奈
川
県 

一
千
万
円 

鶴
岡
八
幡
宮
様

（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）

五
百
万
円 

寒
川
神
社
様

（
高
座
郡
寒
川
町
）

岩
手
県 

二
百
万
円 
岩
手
県
神
社
庁
様

（
盛
岡
市
八
幡
町
）

茨
城
県 

二
十
万
円
［
十
万
円
増
額
］

 

茨
城
県
護
国
神
社
様

（
水
戸
市
見
川
）

栃
木
県 

一
千
万
円 

日
光
東
照
宮
様

（
日
光
市
山
内
）

群
馬
県 

二
十
万
円

 
群
馬
県
神
社
庁
群
馬
支
部
様

（
高
崎
市
金
古
町
）

創立１３０周年・再興５０周年記念事業寄付金
進捗状況 平成１９年１月３１日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納入金額 　（円） 

宗　教　界 524 700,857,000 477,710,000

館　　　友 567 67,616,000 57,546,000

篤　志　家 37 27,690,000 27,490,000

萼　の　会 1,290 46,545,000  46,545,000

企　　　業 97 56,575,000 49,005,000

本法人関係 232 54,757,000 44,995,000

合　　　計 2,747 954,040,000 703,291,000

　

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に

つ
き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の

声
と
と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

々
の
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

月
三
十
一
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創創
立
百
三
十
周

立
百
三
十
周
年年
・・
再再
興
五
十
周
年
記
念
事

興
五
十
周
年
記
念
事
業業　

寄寄
付
者
付
者
芳芳
名名
●１０
 

愛
知
県 

三
万
円 

三
谷　

剛
史
様

三
重
県 

一
万
円 

内
山　
　

昇
様

大
阪
府 

十
五
万
円 

藤
木　

克
巳
様

岐
阜
県 

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

瑞
浪
市
支
部
様

（
瑞
浪
市
明
世
町
）

静
岡
県 

百
万
円

 

秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
様

（
浜
松
市
春
野
町
）

二
十
万
円 

焼
津
神
社
様

（
焼
津
市
焼
津
）

二
十
万
円 

大
井
神
社
様

（
島
田
市
大
井
町
）

十
万
円 

井
伊
谷
宮
様

（
浜
松
市
引
佐
町
）

十
万
円 
静
岡
縣
護
國
神
社
様

（
静
岡
市
葵
区
）

滋
賀
県 

五
万
円 
滋
賀
縣
護
國
神
社
様

（
彦
根
市
尾
末
町
）

島
根
県 

三
万
円 

日
御
碕
神
社
様

（
出
雲
市
大
社
町
）

三
万
円 

八
重
垣
神
社
様

（
松
江
市
佐
草
）

岡
山
県 

五
万
円 

木
鍋
八
幡
宮
様

（
瀬
戸
内
市
長
船
町
）

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
■
館
友
／
一
名　

■
萼
の
会
／
三
名

文
学
部
神
道
学
科 

六
万
円 

嶋
田　

哲
弘
様

三
万
円 

岩
間　
　

弘
様

三
万
円 

得
可
主
宗
樹
様

三
万
円 

増
田　

秀
樹
様

三
万
円 

松
瀬　

政
司
様

文
学
部
国
史
学
科 

三
万
円 

今
井　
　

博
様

三
万
円 

水
谷　

重
郎
様

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

三
万
円 

嶋　

そ
の
み
様

三
万
円 

森
岡　

正
視
様

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 

久
米　
　

忠
様

三
万
円 

林
原　

亮
二
様

岡
山
県 

五
万
円 

髙
原　

家
康
様

長
崎
県 

二
十
万
円
［
十
万
円
増
額
］

 

寺
田
イ
ヱ
子
様

学
校
法
人
皇
學
館
教
職
員 

五
万
円 

打
田　

一
代
様

三
重
県 

三
百
万
円
［
五
十
万
円
増
額
］

 

㈱
伊
藤
工
務
店
様

本人確認にご協力ください ! 
　平成１９年１月４日から、本人確認手続に関する法令
の改正により、金融機関において１０万円を超える現金
をお振込みされる場合には、本人確認書類の提示が必
要となります。提示がない場合には、金融機関では１０
万円を超える現金によるお振込みができません。
　１０万円を超える寄付金を現金でお振込みの際には、
振込用紙とともに来店される方の本人確認書類をご用
意のうえ、金融機関の窓口をご利用ください。

　法人の場合、登記簿謄本等の提示を求められる場合
がありますので、詳しくはお振込みを依頼する金融機
関にお問い合わせください。

皇學館大学　問い合わせ先

記念事業推進室　緯０５９６－２２－６３１３

運転免許証、健康保険証、
パスポート等公的証明書本人確認書類

は
な
く
、
日
本
古
来
の
伝
統

を
し
っ
か
り
と
息
づ
か
せ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
携
わ
っ
た

人
々
の
知
恵
や
工
夫
が
感
じ

ら
れ
る
」
と
感
心
し
き
り
。

現
在
の
と
こ
ろ
一
般
公
開
さ

れ
る
予
定
は
な
い
が
、
企
画

展
な
ど
と
か
ら
め
て
今
後
生

か
し
て
い
き
た
い
と
岡
田
学

芸
員
は
語
る
。

日
蔭
蔓
は
『
古
事
記
』
や『
万

葉
集
』に
登
場
す
る
植
物
で
、

大
嘗
祭
に
も
用
い
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
故
実

に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
た
の

つ
ま
り
、

 
直  
垂 
や 
狩  
衣 
、

ひ
た 
た
れ 

か
り 
ぎ
ぬ

 
裃 
は
全
て
廃
止
さ
れ
、
洋
服

か
み
し
も

が
儀
礼
時
の
定
服
と
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

明
治
百
年
に
当
た
る
昭
和
四

十
七
年
に
全
日
本
洋
服
協
同

組
合
連
合
会
が
こ
の
太
政
官

布
告
の
出
た
十
一
月
十
二
日

を
「
洋
服
記
念
日
」
と
し
て

い
る
。

の
波
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ず
、
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
八
月
九
日
に
官
吏
お
よ

び
華
士
族
に
対
し
て「
散
髪
、

脱
刀
及
び
洋
服
、
勝
手
た
る

べ
し
」
と
洋
服
禁
止
令
が
解

か
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
月
四

日
に
は
『
服
制
ヲ
更
メ
其
風

俗
ヲ
一
新
シ
…
』
と
「
服
制

を
改
む
る
の
勅
諭
」
が
発
せ

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
翌
五
年
十
一
月

十
二
日
に
『
大
礼
服
及
通
常

礼
服
ヲ
定
メ
衣
冠
ヲ
祭
服
ト

為
シ
…
』
と
の
太
政
官
布
告

令
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
従
来
の
装
束
は
神
事
を
執

り
行
う
際
の
服
と
さ
れ
た
。

　
「
大
礼
服
」と
は
貴
族
や
文

官
が
宮
中
に
お
け
る
重
要
な

儀
式
の
際
に
着
用
し
た
最
高

の
礼
装
を
指
す
。
古
来
よ

り
、
参
内
す
る
公
家
諸
侯
は

衣
冠
を
も
っ
て
正
装
と
さ
れ

て
き
た
が
、
明
治
維
新
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
欧
米
化

 皇學館大学に寄贈 

 明治の空気伝える大礼服 
　

明
治
時
代
前
期
に
官
僚
・
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
井
上
毅
着
用
の
も
の
と
さ
れ
る
「
大
礼
服
」
が
本
学
に

所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
ど
寄
贈
を
お
申
し
出
く
だ
さ
っ
た
の
は
、貸
衣
装
の
老
舗
「
錦
屋
」
を
営

む
勝
田
浩
一
氏
。
本
学
の
上
杉
千
郷
理
事
長
と
親
交
が
深
い
縁
か
ら
、「
学
生
の
教
育
や
知
識
の
向
上
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
御
提
供
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
資
料
に
含
ま
れ
る
の
は
上
衣
や
袴（
ズ
ボ
ン
）の
ほ
か
、
帽
や
剣

な
ど
。
保
存
状
態
が
す
こ
ぶ
る
よ
く
、
近
代
日
本
に
お
け
る
洋
装
史
や
爵
位
制
度
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
資
料
だ
。

大礼服の上下はともに上質の生地で仕立
てられており、 帽子にはダチョウの毛が
使われている。

リ
ス
で
は
月
桂
樹
と
樫
の
葉

で
あ
る
の
に
対
し
、
桐
花
葉

と
日
蔭
蔓
に
な
っ
て
い
る
。

で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
袖
口
は
浅
葱
色

と
な
っ
て
い
る
。
明
治
政
府

は
明
治
十
七
年
に
爵
位
令
を

発
布
し
て
公
爵
・
侯
爵
・
伯

爵
・
子
爵
・
男
爵
の
別
を
設

け
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
大

礼
服
を
襟
と
袖
口
の
色
で
区

別
し
た
。
公
爵　

紫
、
侯
爵

　

緋
、
伯
爵　

桃
、
子
爵　

浅
葱
、
男
爵　

萌
黄
と
定
め

ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
日

本
が
古
来
よ
り
位
階
に
よ
っ

て
分
け
て
き
た
衣
の
色
を
引

き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
伝
統

の
配
色
が
忠
実
に
守
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
杉
理
事
長
は
「
大
礼
服

を
身
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
そ

の
も
の
が
栄
誉
で
あ
っ
た
と

思
う
。
誇
り
高
く
、
名
誉
を

重
ん
じ
た
当
時
の
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
」
と

感
慨
深
い
様
子
で
語
る
。
本

学
助
教
授
で
あ
り
神
道
博
物

館
の
岡
田
芳
幸
学
芸
員
も
、

「
単
な
る
西
洋
の
物
真
似
で

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
大
礼
服

を
み
る
と
、
ボ
タ
ン
や
袖
口

の
金
繍
文
様
が
本
家
・
イ
ギ

服に見入る上杉理事長（奥）と岡田学芸員。

服や帽子、 剣の仕立てには格式ある店
が指名され、これを扱う職人も一流の
者が選ばれた。
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観
客
と
舞
台

観
客
と
舞
台
がが
一一
体体
にに

百百
人
百
色

人
百
色
のの
個
性
が
輝

個
性
が
輝
くく

ササ
ブ
テ
ー
マ
は「
ぼ
く
ら
の
な
か
の
た
か
ら
も
の

ブ
テ
ー
マ
は「
ぼ
く
ら
の
な
か
の
た
か
ら
も
の
」」

　 ４

学学
園園
ニニ
ュューー
スス

餌

影

営

映

叡叡叡叡

叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

挑
戦
し
た
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
舞
台
で
は
役
者
だ
け

で
な
く
、
照
明
や
大
道
具
、

衣
装
と
い
っ
た
裏
方
の
仕
事

も
す
べ
て
立
候
補
で
あ
り
有

志
。
自
分
の
や
り
た
い
仕
事

だ
か
ら
こ
そ
、
力
の
入
れ
よ

う
も
違
っ
て
く
る
。

に
答
え
て
く
れ
る
、
頼
も
し

い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
。

　

竹
中
陽
太
さ
ん
は
ブ
リ
キ

の
き
こ
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
。
ブ
リ
キ
な
ら
で
は
の
硬

い
動
き
や
、〈
心
〉
の
な
い
人

物
を
ど
う
演
じ
る
か
。
難
し

い
役
ど
こ
ろ
だ
け
に
、
ぜ
ひ

育
士
へ
の
道
が
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
作
品

に
し
た
い
と
考
え
手
を
挙
げ

た
と
い
う
。

　

か
か
し
を
演
じ
る
の
は
自

他
と
も
に
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

と
認
め
る
枡
屋
善
大
さ
ん
。

準
備
中
、
忙
し
さ
か
ら
ピ
リ

ピ
リ
し
た
空
気
が
流
れ
る
と

き
も
、
彼
の
面
白
い
一
言
と

明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
場

が
和
む
。

　

ラ
イ
オ
ン
を
演
じ
る
の
は

太
田
真
衣
さ
ん
。
こ
れ
ま
で

に
七
、
八
度
舞
台
に
立
っ
た

経
験
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の

演
技
に
関
す
る
悩
み
に
的
確

語
る
。「
作
品
の
最
後
で
主
人

公
た
ち
は
魔
法
使
い
に
授
け

て
も
ら
う
は
ず
だ
っ
た
〈
脳

み
そ
〉〈
心
〉〈
勇
気
〉が
、
じ

つ
は
、
自
分
た
ち
が
す
で
に

持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
く

ん
で
す
。
今
回
、
サ
ブ
テ
ー

　

ア
メ
リ
カ
の

童
話
作
家
ラ
イ

マ
ン
・
フ
ラ
ン

ク
・
ボ
ー
ム
に

よ
っ
て
書
か
れ

た
『
オ
ズ
の
魔

法
使
い
』
は
、

愛
犬
ト
ト
と
一

緒
に
魔
法
の
国
へ
と
迷
い
込

ん
で
し
ま
っ
た
少
女
ド
ロ
シ

ー
が
、〈
脳
み
そ
〉
を
持
ち
た

い
か
か
し
、〈
心
〉
が
欲
し
い

ブ
リ
キ
の
き
こ
り
、〈
勇
気
〉

を
手
に
入
れ
た
い
弱
虫
ラ
イ

オ
ン
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
願
い
を
か
な
え
て
も
ら
う

た
め
オ
ズ
の
魔
法
使
い
の
住

む
エ
メ
ラ
ル
ド
の
都
を
め
ざ

す
冒
険
物
語
だ
。
こ
の
名
作

を
通
し
て
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
い
の
か
、
実
行

委
員
長
の
辻
内
篤
子
さ
ん
は

100名の汗と涙が舞い100名の汗と涙が舞い踊踊るる

　　
柔
道
部 

一
月
二
十
日

三
重
県
高
校
柔
道
新
人
大
会

男
子
団
体
の
部  

…
ベ
ス
ト
８
位

一
月
二
十
七
日

三
重
県
高
校
柔
道
新
人
大
会

男
子
個
人
の
部

　

無
差
別
級

　
　

中
川　

裕
喜  
…
…
…
優
勝

　
　

渡
辺　

大
志  
…
…
…
３
位

　　
剣
道
部 

十
一
月
十
九
日

県
高
校
秋
季
剣
道
大
会

男
子
団
体
の
部  
…
…
…
…
優
勝

女
子
団
体
の
部  
…
…
ベ
ス
ト
８

一
月
二
十
七
・
二
十
八
日

県
高
校
剣
道
新
人
大
会
兼

全
国
選
抜
剣
道
大
会
県
予
選

男
子
団
体
の
部  
…
…
…
…
優
勝

男
子
個
人
の
部

　

小
嶋　

剛
史  
…
…
…
…
優
勝

　

清
水　

大
毅  
…
…
ベ
ス
ト
８

　

前
田　

太
郎  
…
…
ベ
ス
ト
８

　　
弓
道
部 

一
月
十
三
日

新
年
射
会

女
子
個
人
の
部

　

永
島　

真
衣  
…
…
…
…
３
位

　

河
井
怜
愛
華  
…
…
…
…
４
位

一
月
二
十
八
日

弓
道
冬
季
大
会

男
子
団
体
の
部  
…
…
…
…
３
位

女
子
個
人
の
部

　

奥
村　

祐
香  
…
…
…
…
５
位

　

木
村　

紗
理  
…
…
…
…
７
位

　　
新
体
操
部 

十
二
月
十
日

三
重
県
高
校
新
人
大
会

団
体
の
部  
…
…
…
…
…
…
優
勝

個
人
総
合
の
部

　

中
谷　

美
加  
…
…
…
…
優
勝

　

藤
本　

真
緒  
…
…
…
…
３
位

一
年
ロ
ー
プ
の
部

　

牛
江　

茉
有  
…
…
…
…
優
勝

　　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

十
一
月
十
八
・
十
九
日

県
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

男
子
の
部  
…
…
…
…
…
準
優
勝

女
子
の
部  
…
…
…
…
…
…
７
位

十
二
月
二
十
四
・
二
十
五
日

東
海
高
等
学
校
選
抜
大
会

男
子
の
部

　

Ｂ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト  
…
…
２
位

一
月
二
十
日
・
二
十
一
日

全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
三
重
県
予
選

男
子
の
部  
…
…
…
…
…
…
３
位

　　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

十
一
月
三
日
・
十
二
日

全
国
選
抜
大
会
県
予
選

男
子
の
部  
…
…
…
ベ
ス
ト
８
位

女
子
の
部  
…
…
…
…
…
…
３
位

一
月
二
十
八
日
～
二
月
四
日

三
重
県
高
校
新
人
大
会

男
子
の
部  
…
…
…
…
…
…
優
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オズの魔法使い～ぼくらのなかのたからもの～
　本学文学部教育学科の学生百名による卒業記念ミュージカルが３
月１０日・１１日に行われた。日頃の授業やイベントを通じて培った力を
最大限に発揮する、いわば学生生活の集大成ともいえる一大イベン
トだ。第２１回目を迎える今年の演題は『オズの魔法使い』。脚本をは
じめ演技、 ステージ運営、 衣装、 照明などすべて学生の手で創られた
感動の舞台に、会場からは惜しみない拍手が送られた。今回は、本番
を前に稽古に励む様子や、作品に込められた思いについて紹介する。

教育学科 第２１回
卒業記念ミュージカル

辻内さん（左）と佐藤さん。

本番直前に行われた通し稽古での一コマ。毎年、 市内の
幼稚園児など小さい子どもが多く訪れるため、 歌やダン
スをふんだんに取り入れた楽しい舞台をめざした。

上／メインキャストの４人。左から竹中さん、
太田さん、松田さん、枡屋さん。

下／カメラのチェックに余念がない会場班。

　

主
人
公
ド
ロ
シ
ー
を
演
じ

る
の
は
抜
群
の
声
量
と
歌
唱

力
を
誇
る
松
田
美
穂
さ
ん

だ
。
愛
ら
し
い
雰
囲
気
も
役

に
ぴ
っ
た
り
。
卒
業
後
は
保

マ
に
供
ぼ
く
ら
の
な
か
の
た

か
ら
も
の
僑と
掲
げ
た
の
は
、

彼
ら
の
よ
う
に
誰
に
で
も
長

所
や
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
く
て
」。

　

辻
内
さ
ん
が
実
行
委
員
長

に
立
候
補
し
た
の
も
、
学
祭

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
を
通

じ
て
知
っ
た
友
人
の
強
み
や

個
性
を
生
か
し
た
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
。「
企
画
す

る
の
が
好
き
だ
っ
た
り
手
先

が
器
用
だ
っ
た
り
、
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
ち
が

う
。こ
の
舞
台
は
、そ
ん
な
ひ

と
り
一
人
の
持
ち
味
を
発
揮

す
る
場
で
も
あ
る
ん
で
す
」。

舞
台
に
な
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
脚

本
を
担
当
し
演
出
班
の
リ
ー

ダ
ー
で
も
あ
る
佐
藤
翔
さ
ん

は
「
役
者
が
観
覧
席
の
通
路

か
ら
登
場
し
た
り
、
ス
テ
ー

ジ
下
で
踊
っ
た
り
、
観
客
の

み
な
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
め
る
演
出
を
試
み
ま
し

た
」と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　

学
生
た
ち
の
ひ
た
む
き
な

姿
、
会
場
と
感
動
を
わ
か
ち

あ
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
…
…

学
園
史
に
残
る
名
舞
台
と
し

て
、
後
輩
た
ち
に
語
り
継
が

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
毎
年
好
評
を
博
し
て
お

り
、
お
よ
そ
千
人
が
収
容
で

き
る
会
場
に
は
市
内
の
幼
稚

園
児
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
々
が
詰
め
掛
け
る
。
実

行
委
員
会
で
は
幅
広
い
年
齢

層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
と
、
観
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た

平
成　

年
度　

ク
ラ
ブ
結
果　　　
月
～　

１８

１１

練習や運営に対する
率直な意見を聞くた
め、目安箱を設置。

「全国制覇」を合言葉に猛練習

尾上先生の指導を熱心に聞く部員たち。

尾
上
先
生
。
部
員
た

ち
が
決
意
を
託
し
た

書
初
め
作
品
の
横
で
。

皇
學
館
高
校
男
子
剣
道
部　

 
二二
年
ぶ
り
五

年
ぶ
り
五
回回
目
の
目
の
出出
場場

第　

回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

１６

　

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
い
。
本
学

が
掲
げ
る
供
文
武
両
道
僑
の
精
神
は
保

護
者
の
間
で
も
好
意
を
も
っ
て
受
け
止

め
ら
れ
て
お
り
、
部
員
た
ち
の
家
族
が

応
援
会
を
兼
ね
鍋
会
を
催
す
な
ど
温
か

い
目
で
見
守
っ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
新

し
い
武
道
場
の
完
成
も
近
い
。
尾
上
先

生
は
こ
う
し
た
状
況
に
感
謝
し
つ
つ
、

「
も
う
一
台
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
あ
れ

ば
、
遠
征
に
出
て
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
が
」
と
さ
ら
な
る
環
境
づ

く
り
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

　

期
待
を
背
負
い
、
信
念
を
抱
き
、「
全

国
制
覇
」
に
向
け
日
々
稽
古
に
励
む
部

員
た
ち
。

　

全
国
大
会
は
三
月
二
十
七
日
・
二
十

八
日
の
両
日
、
愛
知
県
春
日
井
市
で
開

催
さ
れ
る
。

　

皇
學
館
高
校
男
子
剣
道
部
が
第
十
六

回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
へ
の

切
符
を
か
け
た
三
重
県
予
選
で
み
ご
と

優
勝
し
、
二
年
ぶ
り
五
回
目
の
出
場
を

決
め
た
。
予
選
で
は
す
べ
て
の
試
合
が

五
対
〇
と
負
け
知
ら
ず
。
そ
の
強
さ
の

秘
密
を
、「
目
標
を
〈
全
国
制
覇
〉
と
決

め
た
の
が
き
っ
か
け
」
と
、
同
部
を
率

い
る
尾
上
誠
一
郎
先
生
は
分
析
す
る
。

「
こ
の
チ
ー
ム
は
本
当
に
強
い
。
夏
ご

ろ
に
、
お
前
た
ち
な
ら
や
れ
ん
こ
と
は

な
い
、
と
声
を
か
け
て
み
た
ん
で
す
」。

　

尾
上
先
生
の
言
葉
に
発
奮
し
た
部
員

た
ち
は
、
以
来
、
顔
つ
き
が
ガ
ラ
リ
と

変
わ
り
驚
く
ほ
ど
の
成
長
ぶ
り
を
み
せ

た
。「
早
く
練
習
が
し
た
い
の
で
、
部
員

全
員
が
道
場
ま
で
走
っ
て
や
っ
て
来

る
」と
、主
将
を
務
め
る
清
水
大
毅
く
ん

も
気
持
ち
の
強

さ
が
自
然
と
行

動
に
現
わ
れ
て

い
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
明
か
す
。

ベ
ス
ト
８
以
上
の
成
績
を
掲
載


